
クォーク・核物質物性解明プロジェクト
宇宙年齢10-4秒：クォーク物質(QGP)からハドロン・核物質へ相転移 

　> 素粒子レベルでの最後の相転移 => 物質創生の初期状態を決定 
　> 人類が経験したことがない物質の新たな状態 

高エネルギー重イオン加速器実験 
　　　　　　クォーク物質(QGP)を地上で実現　 "Little Bang" 
　　=> 相転移とクォーク物質・核物質の物性を解明 
　　　　　　ゆらぎ、膨張、相転移温度、粘性など 
　　=> 宇宙における物質の初期状態とその進化
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筑波大： 
　BNL/RHIC実験、 
　CERN/ALICE実験を推進 

日本学術会議マスタープラン
大型研究計画(2014, 2017)　 
（筑波大が中核機関）




